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は か^ 

_ 

恩* たる お あの 大 流ら がには ち 胺大 おにぶ つかつ て、 レぶ きを 舰 ばし、/ 巧 G 
らね巧 勝を 呈 ずる ことが をる 0 〜 

ナナ K 黨副總 SU ド^ブ •ベス 巧の 謎の 如きけ 動 も、 を 0 1 つ t いへ ょぅ 0 
興 巧の 顯 からい へば、 ゥイン ザ— 公の 王 通を わけた 戀耶ら エド 7— ド 八 化 退位 
事件に がすべき 巧 代 おの 一大 H ピブー ドで ある 〇 をの 披 助は 大きい が、 とも か 
く 個人的な 一事！： である 點 じ、 共通の 特徴が ある。 しかし、 ゥイン ザー 公 0 强 
• をは、 ち；^帝閥があの巧かを 1 點占卞る巧から、 旣に调落のををたどツてゐた 
ことで る 6、 へク 事件は ナチ ス國 がが ド イマに t つて おお 巧ずに いさ、 わの 祐 
ざ もな せた、 加 师に閣 おの 脱が 人物とは いへ、 おなる 個人め が 劇 t して 葬 b ホ 
b がるが な 巧 巧隆一 をに 本る とい ふが 本 的 じが 度した 巧異點 がみる。 


事 牛が 辟つ。 のは、 五月 十日を でめ b、 化 間へ 發 おさ 卜 L のは 十二 日夜 
チ* — ナグ が英 下院で 「お 恥は もぅ 暫-错 吿は義 せる」 と V つたき ゎ、 一切 
の 二‘ — スを議 させた の 卓 音、 掌み 日には ナチ ブ 驚が 「もはや ヘス 事 
件は 終了せ-」 た。 おつて' 齡 パー 遇 間 0 事件— ミを の 一週間？ 
らこ英 ホ 系の 齡が敝 は、 あ b と あらゆる 反 ドイツ 反樞 軸の 虛槐独 安を 巧つ f 
を 後 また か柯 ys 叢？-。 1 ツをふ b まわす かもは かり かれ じい。 

ドイツと しては、 あ^まで 「個人の 新 離」 でを ミ」 t を赏證 する ためじは、 
對英戰 をい やが 心 じ も賴楠 似す る 外にろ 方法は。 いの ミミ— なは 
「世界は やがて 化 のらつ と 載が^ 5 事件 0 ために 目を をはれ るで あらぅ」 と 言 
目した が、 狀 して お 日 後 Q 五 巧 廿日 クレタ島め 略戰 は、 戰史 未だ かつて 也 t ク 

ライて ミ芙 部隊 叢ち ふ 賞と 宮を 切つ て f た ミ ある。 

われ --- は、 こ、 に、 ヘプ 事件の* 私齡 を記錄 し、 英ホ國 の デマ 宜 傅の 正體を 
を！^ め. ると t もに、 が骄新 秩序 戰じ 断ず とし T 繁 す'。 盟郎 ドイツ。 不動のを 
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緖言 

r 1 九 四 一年 お 月 十日 夜 

圃かあ 倍裝化 —— 。ン ドン 大曝學 單槐お 佛が峽 を 

巧る 趙 Q メ ，サ ー シ rl 卜機 

二、 化が を 驚倒 甘し めた ヘス 事件 獲を 

が 首相官邸 記を 阐巧集 —— ナチ ス黨 本部 發を 

三 V 謎の 满 巧と 運命の 落下が 

巧が き 化 おを 飛ぶ ヘス 稱裝 堅說 ヘス 氏 おか Q 

を 持 お ヵー タパ トリ， ク t ^ ミグ トン 公 

巧、 ルドルフ •ヘスと その 闕爭… 

二十 年の が レき なお ナナス 鶴副热 巧に 巧 お ナ 



セ 




五 


こ 蛮み r 我が 闘き 1 こ ダ， こ寞 使の 回想な 

毅然た る ドィツ •嘆國 デマに 蹈お 

黨 卽械理 Q5 1 ナ； 含 8 1 窒部 踏を 

眞 相を 探る 一一 一つの 觀測 

霞に わけろ へ マを 一 神 翼狀說 1 平和 交が 說 1 

— 脫を說 

ナチ ス黨 遺書に より 眞 因を 街 

ド ィブ 官邊 の 棄要發 を ti ン ドン 發 f r 3 1 ク P 

pa 信 

八、 ハミルトン 公爵 

ク ，、グ トンを と’ ヘス 氏の 關係 英 Q 奇怪な 沈 お 

へ* 巧の 固 お 生活 

九、 理想主義 者 Q 末路 •恩師 ハミ T 7 7 1 は淚で 語る… き 


ち 


‘ r 1 尤 四， 一' 年ち 巧 十 H の 夜 

. 國外 通信 禁止 —— ロンドン 大爆擊 —— 單機 
英佛海 映を 渡る 謎の メ ，ホー シュミット 機 

一 化 四 一が 五月 十 口 お、 スイス G チュ — I ヒ わら、 ホの やぅ G きわめて 短い 
一片 0 二 r スがユ r ヨー クニを した。 

「ド イプを おは 岡 外との 盛 3 巧 止を 臨時 的に 施 巧した ものの 如く、 チ。— リ， 
t の 電話 お 帥は ドイツ， こ G 連絡 不能 じぶ 旨を 報じて ゐ る」 

この 二-— スは 、一一-— ヨ—ク でみ 0 やぅな 註 巧を 附け加 へられて、 更に 全 化 
巧へ ばら ミ われた。 

「ドイツ あがが 何故 逝な を 巧 止した わは 不明で ぁ 5 が、 先 巧 (の 巧) T 巧 0 
ア ブネ 暗を 前後 ド イブ 政 巧は：！： 様 措 宿を とつた ことが を り、 これは ドイツの 

t \ 


重巧な巧事お動があるかをはま大巧明が近ぐ巧はれる前提では；^ぃわとおら 
れてゐ る」 (巧 朝 十二 曰 朝刊) 

この。 •！ ス は、 しかもが がの 人々 の 巧 H を さお じを ば 立たし めな かつた。 
を國 Q 新閒 も、 ほん 0 か 座な りの お出しを つけて、 あまり 白 立たぬ 聞戚 のし 方 
で をつた。 ザ 事 上の おがわ 政治 上 0 船 W わ、 何れにしても 戰が 閥が、 國 外と G 
通信 禁止を 随時^ 巧す る ことは、 呈く しばしば をる こ t で、 をれ に 「重要な 巧 
事 巧 巧」 とか 「重大 聲 明」 とわの 前 ぶれ だ、 と 意 かづける のは、 巧 旗を をて ネ 
ク クイを つける 同じ お 度の 一一 4'— ス への わ 饰 りに 逝ぎ ない のが 通例で ある 
と b わけ、 をの 夜 吐、 ドイツ 空軍 Q n ン ドン 大お 撃が 報じられて ゐ た。 多少の 
^ 問を 持つて ゐ たも 0 も、 「重要 軍事行動」 とは この 大お 擊でゐ つたわ t おひ 
當 つた 氣 になつ たもので をつた。 

をの 十日 巧の 爆 蟹は 、 n y ドン だけで をに ホげ 問の おきに あんだので をる。 
巧 柄の 巧 巧に 巧 じ 五 百 機を おぇる ドイツ 荒 驚の 編隊は 巧から ホへ と 腫を おして 



製 擊を巧 •わし、 お 收の 燒巧彈 、巧 巧® 
爆 彈を鼓 巧に 雨と がらせ、 一 編隊は 中 
'む 部に 化を ながを 加へ に。 梅 戰が彈 に 
子持ちが 禪 (モ n トブの バン 龍) もぶ 
巧に 巧で ざれた。 巧が 巧 巧は こ G 擬摩 


一: ン慰 4 ハ.， 尹" U は— r モ 


大巧が、 死傷 
夕數 、被 蟹な 
が GS み、 
獨稱册 一一 一機を 
裝 がせり、 と 


重 





おお おした 0 


.侧 も 、 ra 


ヌ 



戰は 巧齡が Q 燥がの 一つ巧 め b.、 九日 G 觀熙 パン プググ 、プ レー ノン 等 お 臀 一一 
對 する お復を 襲で あ 6、 ヒ ，トラ I 臘 がの いは 巧る 「ド ィブ 0 化ぶ 區 巧に わじ 
る をら ゆる 爆 照は ぜ槪 の 燃邮を もつて 概 がされる であらう」 t G 宜 昔の 赏 巧で 
を so とお 巧した。 

だがし わし、 獨巧 がが とも、 こ G た 賊載開 姑 前に 起つた 孟 たじる 「事を」 じ 
ついては、 一蔚倘 が も 柯らの お 昔 をげ はなかつた のでみ る。 

たを がれ Q ち厳齡 ァゥ. クブブ ググの 愛" 場を 船が つた 5 のメ， T シ。 
，、， 卜 機は、 稱 がい 进 G . がむ^ 巧體 にぇつ じ b つけて、 英佛 海峡 G 化を な^め 
に 一直 級に 飛んで ゐ た。 が 艦概を 振る は 雌 一人、 にがみ をつた 顔の ド ィッお 校 
齡 ひなし わ、 をの 眼は 物 じ 憑かれた やうに 怪しい 化の 色を なせて ゐた〇 

英本 ± 爆擊の 船が 偵察機で るら うか、 莉 、この 一機に こを、 「岡 外 姐な 巧 止」 
となり、。 ン ドンが 殿 Q 大陽 撃と G つじ 私の 理由が なめられて ゐ たので るる。 
t ， トラー な 統 は、 こ G 锅 がい 一稱 をを ふが 如くに、 齡 数を 入れ や、 獨驚大 



編 膝を n ン ドン 上を へを つた 〇を のころ ダウニング 街の 巧を 壌に 身を ひを めに 
ち 奸ナャ ーチグ は、 を々 たる 太 爆撃ら 八夕 t 止んだ か t 思 ふ ばか b の 衝動を を 
けて、 ダ フクー パー 情報が から 擬 くべき、 事 實 の執吿 をぅ けた。 しかし 沈默 の 
i っちに 十日の 巧は がけて しまつた。 十一 日の 化 も獨媒 の 冀擊は 一層 0 城な さを 
をつ て^けられ、 巧を ちを ホホ斌 にも 獨本 ± 巧裝を わつ た。 

獨ぞ 司を 部發巧 == あ 百 巧ょり なる 獨を 軍大 編隊は、 十 一 H 夜 ィングランド 南 
部ぶ びも^ 地方のを 電巧 軍事 肖 巧を 大擧 强窮 、巧に 多 か 0 飛行場に 對 し攻擊 
を 集中し、 格納を、 お舍 、がが タンク 等を 爆破み 上せし め歸 々たる 戰 をを 收 
めた bo 

ちを を あを == 十一 日夜 前が じ 引つ •、き ーン プ^グ、 プ レー メンを 0 化 ドィツ 
两化部 話： 耍衝を 爆擊せ b。 

か く.. 5 て爆提 赋 酬 G ぅちに 十二 日を を迎 へた。 垂世 ホを 驚倒 させた 不可が G 
る 「事 實」 は 十一 一日 午後と 時 十五々、 まイ 巧を 相ち 邸から 發巧 された。 


二、 世界を 驚倒 ピ しめた ヘス 事 仲の 發表 

巧 首相を 邸の 記を 國巧集 —— ナチ ス滅 本部 
の發あ 

をの 日— 五月 十二 日— の U ン ドンは、 十 曰 巧の ほ 瞬に をぇ 切つて、 化になる 
のがを」 を迎 へる と问 じ戚齡 であつた。 お 巧陈ゃ 火災 新齡齡 が、 疲 幾し 切つ 
た 船繳を 無理に ゆ b おして 挣ち禪 につき 出した ところ、 午 役と け、 みお 邮 社、 
を國 新聞 通信 Q が もが 破 員は、 ダ 7 クー パー 情强 巧の ぶで 非 おお おを ぅけた 0 
記を たちは 俯が ぞ t 鐵 巧に ガス •マ ブク をが へて グゥ'- ンダ巧 十 番地の おめか 
しい ま 首 巧 官邸に 殺が した。 をして か々 の 後、 グ フク ー パ ー が 巧み 上げた 巧 表 
文の あ^^に 賊が意 かじ 「事實 J にし ばし あつけ に とられて 巧 然として しまつ 
た。 ダ フク 1 パ I は路 利を の やぅな 巧ぶ い 笑 ひさへ 巧せ たので ある 0 







豁 表のを 文に 巧の かき も G でみ る。 

，- 、十日 ぁメ ッサー シュミット 樸一棵 が スコットランド あ 岸を 横切- F ' ダラス 

ゴー が賦に 飛び去':^ た tG 報吿が ホつた。 . 

- 、 をの 後メ ッサー シュミット 磯は グラス ゴ I 附お で^ 落した がし ばら； し 
て 落下が をつ け踩 をが 傷， せる r トィ ッ將 校を 現お附 あで おなした。 

- 、 ホ將 校は 直に グラス ゴ I の 病院に 運ばれた。 はじめは ホ^ン t 自稱 して 
ゐ たが、 後刻 自 々は レ/ドレ/ フ •ヘスで める と ib つた。 

- 、 ヘス 副總 巧は 化の 身々 を證 明す る 種々 の寫 あを みに つけて ゐ た。 

- 、 をの 熱！! じょり ヘス 副 組® を 個人的に 熟 かせる あおのを もホ將 校が ヘス 
副お理 なるこ t を赔 11 した 〇英 ホ務 省は 戰 前へ ス副械 巧と 親 巧の ぁつた 外を 
'官を 即刻 病院に 派る する ことに だつた。 

-、 なほ 同 病院の 留師 はが か療後 さらにが 重に を おしたお ホ、 ヘス 曲な 
玛 はを々 概 神に ま狀を ホして ゐるこ t を砸韶 した。 
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この ピ ，グ •二。— スを がが つた 世界は、 びつ' すると 巧 時に 一應 首を わ 
しげて、 e _ ッ トラー 齡 船に 巧ぐべき 戰お ドィッの 新 齡首腦 を 0 この 巧怪 なお 動 
を 「事 實」 を， っか、 窮し 切つ た胁齡 蓋のを た 「例の 手」 ではない かと、 思 
ひ辭 ミミ ぁる。 しかし、 四 主が が军 二日 午後 八 時、. へ； ン ゎらの ラ 
.シ .才繁 察 珊は赛 如き. ナこ黨 本部 0 靈 。ミした もはや 思 ひ 請め 

つ化 5 らが 

切つ たる 發 をを 惇 へ、 英國 側の 發 巧を はつき b と 裏馨き レた。 

-、 驚； グ ご； 氏は 奪 巧の 热 をのた め、 ヒッ トラ 1 黎わら 飛 巧 
機 操 継を 璧 liii がされ ミた-* ^ ころ 最近 ミ か々 じ 反して 飛 基を 入手 
ち 月 十日 午後 六瞭 頃、 ァゥグ スプン ，グ 殿が 黙^ 飛び出し たが、 をの ま \ 今日 
じ まる も煎點 せず、 遺曹 にょり 同氏が 精神に 異狀タ ホし でゐ むことは 巧 かで 
宿 禍齡^ の儀牲 になつ たもの-と 認 巧され る。 

一、； 曼弧锐 ¥ は e ， トラ 1 械統の お止容 蓋 ミ がら； 氏の が 巧 
を 止め や、 しを 霸 もしな かつた Q で、 E ットラ 1 械が Q 命： i ょり 即刻 速 


捕され た。 

- 、 ホの かき 專が じょ 6、 ナナス 欺は こ^に 同を； 氏^ 乘 機が 何れ わの 化 
點で蛋 をして 巧禍に 逸つ たもの fc 巧ぜ ざるを 巧ない ことは 遺 城で ゐ る。 
巧國巧 報ち は、 このま 大事 寅の 巧 表が 二日 閒も徑 C てから お表された ことに 
對 し、 ヘス 副が a の 身許 钢 をに 二日 問を 费 したと 巧して ゐ るが、 この 重大 巧を 
の 取を ひじ 愼 まとい ふょ b は、 思 ひ あぐんだ とい ふことは あ b みら わかる 。か 
I ： にこれ を掛頌 齡嫩に 利用すべき わ、 巧 側 G 考へ じこと げこの) 點 でみ る。 し 
わし、 ナナス 鑑が ヘス 氏を あくまで 输神 巧を として ゐる のじ おし、 英网側 も ホ 
精神 と觀 めて しま ひ、 後 じ まつて 「巧 神が 態は 健全なる 旨が 明せ b」 t 追 
つ わけて 訂正す るな ど、- モ / が 大きす ぎた せいか、 お 闲侧の ヘスを 利用は まづ 
巧戰 にわいて 旣じ 破綻を 示して しまつた ので ホる。 

をれ にしても ド ィプみ 隆の 元が にが レ、 お レ わべき 精神 錯 化な 外 何ず そ 眩の 
理由な しとし まづ » 言し、 < をのを 存を絕 望 t しむ ナチ プ なのが おを 見れば、 t 
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'ッ トラ III 規 化下贴 恥の 問を おに レた 巧 友の 脱 中は 察する じ 絡り ある 〇 ナナ 义 
邮が のみでは ない、 お ド ィブ 國 民は 彼の 狐 恥と 人格に 萬 腔の お あを 苗せ てゐた 
「如な きみ t みゲ ー リング、 グ r - y ング なを あ t は ヘスー.」 扛對英 閒戰の 劈頭 
t ブト ラ ー 總統 をして 啦ば しめだ 彼 ヘプで ある 〇巧肉 ほ のみでな'" 化を かる も 

のは 悉く 彼を 常 敬 お。 彼 化 巧い 閣歷 支を b を繫 する 前に、 いま 暫く 
徽 の 飛 おとを 陸の 巧を について 詳述 レょぅ。 

イ 

- ご 一、 謎の 飛 巧と 運命のを 下が 

月 淡き 化 海を 辩 ぶ— ヘス 巧 擊度說 I へ 
K 巧 最初の 發見 をの 話 —— カ ー ク パトリ， 

- クと ハミル トルな 

ナチ， 黨の がが ミ . C は、： 認理 が、 ァゥ ダ， ブググ がわ おを 聖 つた 
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のは 十日 午後み 時 ごろと あるが、 大暖六 時半に スター ト したら の t 見られて ゐ 
る〇 乘用機は獨をを：？,^おを誇る戰圃巧メ ッ サー ツ * ミ ッ ト機である〇 

アゥ ダス プググ 飛行場は、 ナナ 《黨 本部 「褐 をのを」 の ある ミュンヘン 西方 
ち 十キ〇 にを るから、 敝 らくへ ブ 氏は 漠副總 巧と してを の 生 巧の 大部々 を 過す 
* ユン ヘンから アゥ グス プ^グへ がかけ たものと 思 はれる。 飛行 巧の 乘 用は ヒ 
お統 から 禁止され てゐた t はいへ、 何しろ 黨の齡 商が 力を でる る、 入手す る こ 一 
とは 左 おの 熙 ir か あるとは 思へ じい。 いはん や、 をの 旬日 前、 即ち 五月 一日に 口 
は、 をれ が 彼 0 最後の 敵辭 とじつ たので をる が、 この r ゥグス プ^グに るる メ 
，サ ーン。 5 ット巧 製造 ム* 招で、 ドィツ エ業 ホお潭 巧たち へ 巧 賞 お 巧 式を 巧 ひ 
風 時 工業の 踞も について 一^子 吼 をした 彼の ことで をる。 しかも 前ん が當時 
から 佳を. 《ィ 《 ット として 盛ぶ る 5® である 0 
愚み 英围 側は ヘプ 解が 巧を メッサ ー シッ ミット 1 1 0 型と 發表 したが 1 1 〇 . 
巧は 一一 一人の 巧 員を がが とする。 へヌ 巧巧獨 おがで あるから、 あらく 1 0 丸型で 



をら ぅ t 斷を されて ゐる〇 何れ 

にしても 時!^ お百キ "もがし 得る 
でえ わ 8 
精銳槐 だ。 

ヘス 巧が 觀 •へた 一枚の 航空 地圆 
には 露 M でた 三本 まつすぐに 
グ ラみ ゴ ー へ靑 い】 直 操が 引いて 
るつた。 運命の 一線で 呼 〇〇 
做が 月 ホを をび たお 破の 波濤を 
如何なる 齡賊を もつて 冀 下に 見た 
.か 知る ょし もない が靑い 運命の 一 
線を たょりに、 •ひじ すら 化® に 進 
^ をと つてと 巧ち 十 マィが、 お 時 
問 Q 飛 巧のを、 ブ コプト ランド 上 
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ホ 機ぶ たちまち 舶 おに 羹 して 大破して しま ミ。 ヘス 氏が 霞 たのは タン 
カゲ。 グ とい ふ地點 でを 50 

こ/' に 是非 して わかは けななら ない のは、 グラス ゴふ U P 逆 ほ 員が 
十 ミ 日に が 載し；^ ヘス 巧毀墜 歌で ぁる。 

「 …… をの 後嫩哪 せる ところに ょれば、 ヘス 巧操縱 0 メイサ ー ン •ミ》 卜樹 
は 着 摩 前に 縣が 私© ブ ピット フ 7 ィャ '1 碟 じを 跡され 機が 鋪巧 がを ぅけた。 
これが ためへ ス默 には、 十六 乃 ま 十八の が 就 巧の 孔 がを けられて を り、 ヘプ 

巧が 機から 飛 出した のは まさに®^ せん t ずるち 前で あつだと いはれ る 

...J (五月 十五 日 巧 日〕 

こ ミた 對 して 觀辭は 何等の 補融ら 恥へ ミない。 スビッ トフ ァィ T 
が熙 y しぉめ、 ヘス 氏は ゃゎな'^ も 下がで 降て だの ミミ、 をを。 け 
1ょ、 へス巧は「をるが郎を持つてある目的化」 へ完をにを陣化巧にのである 
とい ふ 敵 術が 巧 立 レない t ら 限らの 〇 これは 後述す る ヘス 巧の 巧 ホ笨巧 巧說と 


— 巧 — 


關聯 する が、 和平 案觀 がが ドイッは 勿論 英閥 側から を 否定され じ t 同樣 に、 こ 
G ヘス 氏 機 齡 は、 徒らに 事態を 混亂 させ デマ 化する 英米 系 報道の 驢 例の 一 
つと して 難^ 去るべき であらう 〇 1 お英當 盾と しても、 國 民に 自國の 最新 銳戰 

は みごと 

岡 機の 後 巧 さを 一回で もを く 示す ためじら、 メ ッサー シ •ミットを を擊 しな 尊 
これを が おした とい ふ事實 をみ おに 陰盼 する 道 H はない ので ある。 

さて、 英國 の だを & んだ ヘス 氏の 最か Q 發 見を ダ ゲイッ ド •マク J •—ン 0 話を 
抓 かう。 ダ ゲイッ ド •マ クブ I ン とい つても、 スコット-ランド 0 一 農夫で ある。 
この 事件の 豁糕が だを てが おの 巧閒 の 第一 面に を© をが しばしば なられ 5 人々 
でる るが、 化は、 こ Q * 佩 傲の 大事 件の ため、 グラス ゴ！ 巧 南の 一地 點が 世界の 
ス ボット •ライトに がき 出され St 同時に、 を Q ま ば ゆい 化に 目を しば だた せ 
G がら、 が 傲 •と 乂舞臺 Q r 人物と してを 場'^ たに 過ぎない。，‘」 のこと さへ なわ 
つたら、 彼のぶ だ 化が が 0 巧 間の 巧 ホに. じる ことは あがに じかつた らう。 

マク ，リ ー ンは 語る。 • 
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'■「をのが、 をは 主 だが きて ゐ ました 。家の ものは みんな 溶て ゐ ました。 巧然 
頭の 上で 飛 巧 棵の械 載い 音が 聞ぇ たので、 裏の 巧へ おび おして 見ました。 す 
る t 二百 ャ— ドは どが のと ころで 一臺 の 爾巧 縛が 地面に ぶつかつ て爆發 し、 
たちまちが脱につ /ぁまれました。 あは狀ろしかつたが面白半みじ見てゐます 
と、 斯ド牺 が 一つ、 がらり^''^ と陪 b て來 て、 一人 0 巧が ぶらさが つて ゐる 
のがが ぇました 。てつきり ドィッ 0 落下傘 お だ t あつたので 大 いを ぎで、 を 
じと つて わへ し、 何 かが はない わ t 採し ましたが、 除草 用の 义ス しわない 
が 姑 一人では わ&は ぬから がれ だいが、 とにかく まへ 顆 けて 巧つ て扭 ると、 
すぐを ばの 撇 "に 落下が をつ けて 齡が つて ゐ るでは ぁ b ょせん.？ 5。 をの 男は 自 
々を 見る と 一ー ッ n リ歡 つたので、 あは 巧、 だて 抱きを しでか 6 ました。 巧は 
「お 殿. と t いつたが、 巧に がが をして ゐる らしい。 おは 手を 貸して をに 速 
れ こみ' ました。 齡 では 巧 t がが がきが して 來 て、 わ あを 沸かして くれ 主した 
が 「わ 叙ょ いらない、 水を'^ れ」 t いひました 。を こで おはを 察に 人を や 6 
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ことに レました a をの うらじぶ はょ < しやべ るょう になつ て、 きみの 子 巧 だ 
といつ て 小さい 巧の 子の 巧 巧を をせ 非常に 自慢ら レい 樣子 でした。 彼は か 時 
巧 前にみ ィブを 巧 立つ たが、 をに なつた ので々 庫した とい ひました。 おの エ 
をで おを のをる 人と ぶ はれ、 その 英語 も說 りは ぁるが ホ 常に パッ キリして ゐ 
て、 なをが 請し かける 言 おは みんな わかる やうでした。 服 裝は立 破な 飛 巧 服 
を 着、 時計 やなの 瞄環 とか、 ひどく 堂々 たる 敝お でした。 源 巧 中の ごとに つ 
_ いては 何る いは 中、 巧 や 巧に がして はが 重で、 い々/、 を雜 うとい ひ、 自分 
のを か々 おつて くれたを 下 傘は 是非 ホずに わきたい t もい ひました。 索が は 
を わさな かつた が、. おを は ドィヶ のを 軍ち とは 遙 ふやう だと あ ひ 主した 〇や 
がて 巧を が 巧る と * n 《 3 しで 應 がし、 巧 器は 持つ てゐ ないから とち ふさせ 
をれ わら 犀 立して SIHf ® が水サ ブト 採る に まわせ、 をして 泌れて 巧 われ まし 
2 ‘ 

グラス ゴ I 巧に 蓮が される 巧、 ヘス 氏は-*^ トンな 巧の 許に 巧れ て 巧つて 
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ほしい、 がが 斯啟 いたいと いふ ホ おを が齡ふ におら しじ。 こ 0 こ t は ヘス 巧が を 

陸 レに 地 邸が 一 
ミグ トンを の領 
化で あり、 しか 
卜 もを ©居城から 

ザ でか 

一 十五 マ ィグの 近 
■ くで をつ たこ 
ゾ などから、 飛 巧 
いの 第一 目的は 一 
ミグ トン 公との 
であると い 
ふこ - VJ がま づ强 



•クムし 々5 

、印み づ けられむ。 
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巧 院じ收 をされ r わらは、 驾曾相 官邸の おを のかく、 はじ々 は ホ^ \ とを乘 
つ t ゐ たが、 ん ，りに* ド 4. ブ •ヘスなる 旨を 明かした 。この 報吿 じを 愕 した 地 
々官蕃 け、 渔に n ン ドンに 急報した 〇 この 時の 〇ン ドンは 獨黯亂 巧 下 じ 阿 鼻 叫 
喚を 呈 して ゐ にことは 盛 一章のを りで ある 〇英 政府は 直に ヘス 氏と 面識のを る 
抑な 獨英國 大使館 參事官 力 I クバ ト？ ，クを 急 破した。 避 表に ある 「戰前 ヘプ 
氏と 親交 ある 外 巧官」 とは 力 I クバ トリ ブク のこ t である。 

力 I ク パト y ， クは戰 前 ベ^ブ ン駐巧 お 時、' ナチ ス首腦 をたち と 親 巧る り、 I 
九 一二 八が 十月の ミュンヘン 會議 直前 お チュン パン ン英を 巧に 随行して ゴー デス 
プググ に 飛び、 ヒ 7 トラー 總統と チ H ンパ レンを 相との 貪 見に をが をつた 人で 
をる® 

々 I ク パト， サクに ょつ てな まに 八 ドグフ .ヘスなる ことが 確範 される と、 
直に ヘス 巧が 會 見を ホ 望して ゐた一 5^ トン 公に 對 して 直に グラス ゴーへ 飛行 
すべし、 t のな 電が おせられた 〇 トン 公は 巧を 軍 中を として 某某 地に 勤 
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おして ゐ たので るる。 

: 、 T ンを とは 一 蹈襲た； 巧は かたして：、 てン 公を かつて ゐ 
た わ。^ ミグ トン 公に 何を 語らん として こ 0 謎の 飛 巧を 巧 巧し じ 力 

をして 契で 繫く舊 Q 對獨惡 放管對 し 、 f も 動じない ドィッ 側 S 
巧た る P ?、 ミ 事件 G 波動 赛 怒に 觸れて 巧く 前に、 ミき ぶ 田の ま 

人 公^ ドグプ •ヘスの 人を 畫 いてな ょぅ。 

四、 心 ドルフ ヘス 左 その 鬧爭 

ヘスの 生涯 輝し き 二十 年の 黨歷 ナ 

チス黨 副總巧 任命 —— ナチ ス 聖典. 「巧が 閔 
爭 J —— ヘン ダ ー ソン 英 大使の 回想 錄* 

■ 

》 ド'* 7 .ヮ "夕 1 リ e グ ド. ヘスは 一八 化 四 年ユジ ブト 0 アレ キヴン ド 
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» ，に 生れ c •本 お 四十と 歲 でめる。 

兩 親は r 4 キ サンド 》 ャ の 港町 じ 雜貨貿 あおを 管んで ゐ じ。 父親 リッブ 、巧 
親は クララ C 先祖 巧々 南 ドイツの バイ ユ ンの 山が でエ おを 業と して ゐた をが 
の ドイ 7 人で、 祖父 ク y ブチ卡 y . ヘスが 流れ 流れて r ンキ サンド y ヤ にやつ 
て 巧た。 母親の クララは テ-— リンゲン をの 出で 無口で 貞淑 じ絲 人、 4, ドグフ 
の おを はを々 じ 巧 報から ぅけ 隙いで ゐ f いはれ る 0 

r i キ サンド— ャは當 時 ま ピ英勵 ので 配下で なく、 卜八 。巧で あつた 〇ドイ 
ヴ 人小學 校で 敎 育を 受けた ヘプは、 十四の 時 母國へ 戻り、 ライン 两 のけ t り 0 
中 學拽じ 入つ たが、 父祖の 業贸み 巧を おでた めじ、 スイスの ノ イシ ャ— ブ户腐 
を學树じ學び、 めち轉じて ハ >\プ ググの巧巧學校に入つた〇 

廿才の 時 第-ホ 世 おが 戰 は巧潑 した 〇 被は 直に 志が レて バイ エ^ンの 锐 01 十 
化蹄隊 に巧屬 して 巧 邸した 《 そして 一九 1 ホ年ゲ 王 ^ ダンで 胸部に K 通渐 がを 
巧け て 叙 遇した •こ 0 巧 0 おおは 後々 まで もがを G やました。 
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憤し、 ナナス 裳が 結成され る や いら 早ぐ これに^ 的^ 持つ たが、 ヒブ トラー の 
〇つ之 ミミ • 

熱 辯に 動かされて、 サ五才 の 一九 一一〇 年み 巧熏 員と して 乂黑 、この 時 わら ヒッ 

トラー 總統の 股 化と なつて 巧 巧 ナチ ス 運動の 级 化圃爭 わらは じよつ て、 一九二 

三年 十一月 化 日 ミュンヘンの ナナス 裳 おお、. いは ゆる 「十一 巧を を」 にが 脱 

し、 ヒット ラー、 グ I リング、 7 ブク (現內 相) 等の 同志と ともに 捕 へられ 

て、 ラン ブベ^ ク 監獄に 投じられる じどを のが 十 年、 一を 一二 二 年 ナナス* 嫩齡龄 

得までは 文字 通 b の惡 戰苦閣 の速續 でぁつた 〇 が も ヒット ー t;I が 時の 大統領 ヒ 

ン デンプ ググ 元帥 わら 組閣を 命ぜられを 相- 0 なるや、 常時 黛務 をを がすべき 機 

閥の 必要 t な b 、 お 副總巧 制が 設けられ、- いつ！： が でら 潔を e ッ トラー を獻お 

すぷ ことじな つた 〇 同年 四月 廿と日 ヘスは これ じ 巧が された 〇 をして をの 年の 

十一 一巧には 黨副紙 巧の 資 がで 無任所大臣 としてが 閣 した，。 爾巧 ナナスが 臘のお 

導 下に ドィツは 目 ざまし い 趣 進を つづけ ヒブ トラ—^ 相は やがて 總統 となり、 

いよいよ 不動 完壁 Q ナチ ス國 をは 築き上げられ たが、 彼は 巧と 政府を がま 一抵 
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とする 忡 かを 的 ホ 場に るって、 ゲー リング お 帥に 次 一で ドィツ. で ミ 番目 0 點な 

な 上は ー ヘス 
巧の 簡 巧な 略 
ヒ おでを るが、 

プ ヘス 巧が ナず 
-フ ブ のな 巧 もで 
總 をる こ t を 故 

統 Is がた 

もょ く 物語る 
例と して 「わ 
が 關谭」 Q 1 

節を おかしよう。 「わが 阔爭」 が ナチ ヌ の 聖典で をり、 ナチ ス の 指導原理 世界 
觀 の 據わ どころ でを わ ドイツ。 明日 Q 祿言 萬で をる こ. は、 あま わに もちぶ で 


地位に あった。 
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が-お 說 明す るまで も y ' いが、 この ホを ヒットう一 總統が ンッヒ 前げ クンブべ グ 

* •.•■よ A とぐ 

ク 巧濃監 なで 邮 がごに 時、 總 がの-が お t して こ G 巧が じ圳 力した G け、 ' te じ-‘。 

む ヘス 氏で ある。 をして こ G 哉の 中には、 ナチ スか期 お仍 ぶが 極^ 少 ft を 
もたつ たな ヶ巧 じ^ 出される のみでみ る •かを の 柿め てみ おのが 前 0 うちに 

ち、 ヘスを 0 心 G ぶは 裤 かれて ある。 • / 

「巧 十と が 制との 敝 が」 0 】 節で ぁこ。 (巧が 巧 估 知 部に 化る) 

「 …； 八 すこし 前 じがし (ヒサ トラ— }: a . か 3 ■じ 到が しじけ、 を 踢は寸 でに 
滿 u であつ た 〇 ^ 々〇軟 がを 0 なか じは いりこんで ゐるこ t は 判つ てゐ たぃ 
お 立 おを がち うけてを た 祭 が 巧を 雜列 させ、 こんど こを おた もが 本 常にが 
たちの 倍を を r | ずべき 時で ある — 化んで 游ぎ W されない な 上は 一人た b ■と 

もこの 舒場 をのて はなら ね、 t 齡臟 した。 一げ 閒 が、 私は 反 對の畔 び 戦 

を 無視して 職齡を 巧つた。 をして おがを 0 喘の- 鄉脚氣 をち 阻して ゐ たやう に 
巧 はれた。 お Q 斬尴 おたちが 神隘 巧に Gb 山 レた 〇‘ をして 耳 がらを はじ わた。 



つ ひに 風が 巧 あしに 〇お辟 間、 ひどい 艦ぎ であつ た。 叫び 聲占齡 がちのを で 
あろ 〇 突然 一人の 巧が ブ— ブ^の 上へ とびあが つて 「がが！」 と 叫んだ 。さ 
れ がを 固で あつた 〇 忽ちを の 部屋は 叫びが とが 岡す る 人 W 逢の 齡 しい 釉 あさ 
t なつた 〇ビ I グ の。， プが 飛び 巧 ひ、 テ— ブ^の ぶつか り、 椅子の 鹏 の 巧 
れる をが きこぇた。 私は おの 化 置に 立つて、 巧擊 隊員が をのが^ を 巧す をな 
をみ まもつ て ゐに〇 彼等は おの やぅ じ 敵に つかみか^な、 を 場の がへ 追 化し 
た。 五分の 後には 血に まみれて ゐ ない をは 一人 も G くな つた。 おはを の时は 
じめ て 彼等の 中に 多くの 人せ を、# にあに 中裝 G モォ y ス 、おの 觀 がの 秘藥 
'グ ドグ 7 .ヘス、 をの 他 重 龄を巧 ひながら、 あらん わ. をり のがい 盛して 脚つ 
たを 连 を、 本當 になる やぅに なつた、 甘々 の 後には 敝の 大部分が 會巧 わらが 
ひ 出された 。しかも 彼等の なは、 巧々 の 脚 五十人 じ^して わ 八な 人で あつた 
! 突如 ピスト 八の 巧 丸が 二發會 巧の 入口から t んで來 た。 つ •、いて 齡搬な 
がち 合 ひが はじまつた 0 …… サ 五々 の 後、 那 一は 無 殘に齡 されむ が冉 び平靜 
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じ歸 しじ 0 …； 化は 巧び が說 ..王 はじめに …… 。」 

一 互 一ー ホ 十一月 四日 夜 ミこ この ホー 7 プう ゥー ゥ* での 出 ホ 革で みる 
が、 嫩 W 祖國載 紙 0 ためにみ 敢な 5 血闕 をす るを き ナチ ス麗の 面 y が耀 如と し 
てゐ るでは ないか 。「ドィッよ 目 ざめ よ一.」 (一九二 四 年) とい ふ 巧 語を 作つ た 
の も 做へ X だし 「バタ— より 大砲！」 ( 一 化 一二 六 年) と絕 叫し、 國巧 閥を ドィッ 
0 數趴を 示した の も 彼で ある。' ヘスは わくして ナ ナブと とらに 戰 ひかいて 巧た 

を。 

ヒブ トラ— 齡 船への 忠誠と 友を は 巧 身の 化よりも 濃い ものが あつた。 黨 の-傾 
袖のう ちでは 城統 わら 最も 信頼を うけを せちれ てゐた 人物で ある。 黨 なにも 國 
內 一般にら 巧い 联寧 かあつた。 彼の 超しい 黨歴ら さると となが： b 、 寡默 な、 を 
へ 目が ちな、 をし 悄ホ齡 かな 彼の 性格の 就ら しめる t ころで あらう。 をの 辫 
舌は が 腺に 水を 流す やうな 臘 撫では じいが' 一句 •一句 眞 がに 迫力を こめて 吐き出 
す語調は、 ヒ ッ ト ラ—|^統のお說につ いでドィ ッ大ホをしつかりとつかんでゐ 
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公 巧な 外には めつたに 社を 場 極には 护 なかつ たし、 閥 務诚軟 でを ゎながら、 
大臣 閣下 t 呼ばれる ことを 嫌つ て、 を じへ^ •ヘス t 呼ばせて ゐた〇 いつをは 
ミュンヘン にある ナチ ヌ黨 本部 「禍色 0 家」 で黨務 を!！ 齡 して ゐ たが、 ベ^リ 
ンじ 出て 來 ると ゥィグ へ r 概の 總統 官邸の 近くに 齡 ないたつた 五 室の 
官邸 じ 住 ひ、 夫人 もこ/' に 酒る ことじして ゐた〇 

夫人る ホ 社交界に も 滅多に 顔を おさない^ であるが 、二人の 間には 齡二歲 に 
なる 男の子が 一人 ゐる〇 ヘス 巧は モ供妒 きで、 を 人な どには お！！^ までは ほしい 
t いつて ゐ たさぅ でみ る。 、 

化邸は南パ ゲァ V ャ の ァ プ ス に私い髙地^^ ^ ダゥ にあるが、 識邮觀な靜か 
な 生活を 巧す 彼は、 がんで、 こ、 に 沿つ た。 生活ぶ b も 實に齡 恥で、 ヒット ラ 
1 紙 統と间 じく 菜食で、 酒 も 煙草 も。 le — もやら ホ、 恥 觀を栗 汁を 術んだ。 
「お 人」 だと 結 おされ、 音樂を 渡し、 時 じは 作曲まで したと いふが、 その 半面 


な^: rt わの イボー ツ マンで、 水 ホら をれば ブユ * もやり 乘战 もやつ じが、)® 
巧ら 化んだ のは 術巧槐 でを つた。 前 大戰の バイ P ， 卜の 腕前は 一巧 跑 きか、 つ 
たと がぇ、. I 化呈四 年の ソー クシ a ピッツの 民間 おお 機觀爭 では 一等 巧を 辉併 
ムた 〇 】 巧の 黨の 副械 巧で あり 大臣で ホ b ながら、 しかも 平 楠は 控へ日 がらな 
物靜 かだん 柄に して、 この 巧な である。 た戰廣 前いで ベ グリンに 柱 巧した お國 
大使 ネ ゲイが •、ン ダー ツン もを の 回 お 叙の だかで、 ナナスを 暇 部のぅ ちでは 
一巧 人に がかれ る 型 Q 人間で、 一般に ホ 巧 じ 人 毀が ある。 しかし ど， レ t なくが -w 
がと したが 巧が なと ころが あ i 、 何 かの 稅 を じ 敷 狂的 tyb さぅ じと ころがを - 
ると おつた 〇 t 巧を を窜 いて ゐ るが、 これは 巧 趣す るが 今を Q 巧 件を 化の 化 化 
の忠 劇と がする に肢も わか bG い〜 巧では あるまい か 0 


. ち 霧た ろ ドィッ •英吗 テマ じ證 

强 剧總理 制の 度 止 —— ナチ ス查粧 を 謀 —— 

数 本部 發衷 チ ^ - 1 チル お 巧が の議 合に 

かける 應を 

巧を ホ 件 G 巡行へ 巧 さぅ。 

十一 一円 化の ラ デ ホで 「巧 件」、 を 知， つ ィッ闷 巧の 想き はお 傻じ餘 b 々る。 
をて を 爆げ て 討 巧の 職が じ 化 ホして ゐ 5 G に、 阅 をの 脱齡お K の 一人が、％ か 
敵！： へ 飛んだ G だ。 しわ もを 0 人は、， 円 明から 敬を わわざる へ ~ス がで るつ た 0 
であ 50 岡 巧は 一時 お视 たる 成な になつ たことは 鞭を へない。 

しわし、 がが にを 脚ぜ や、 何が にも 天才の 報 巧を むつ じ ッ トクー 独統 は、 十 
11 W かお 別々 をな て、 厮剧賊 理^を 魅 止し、 ヘス 剧お 則に 化つて！！ 献り らナ于 
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ス f 指導す る、 從菱副 械理壽 5 萬— と豁 ，し、 垂國黑 I 霸長マ 
グ ブィン. ボ ニンを ホ 官房長に 豁 する 巧を 蓋 お。 をして 齡十 ミロ ベン 
-ンの 规統讀 に、 ダ J ングク ィツ 露を はじめ ナチ ス—腦 部を 繫す 
4:闽化 區 S 、 S 夏日 2 腰— を S し、 寶—の 霞を 巧 ザた。 圣 
體か講 は I 致 おがして 雲の 勝利へ 靈 すべき 瞻菱敝 F た。 滅統 の. お 
說 ぶび 會敲 Q 內容は if 付 ミ TI & す、； 羣 寡 が蔡 r 型， る もの 

でる つたことは 間激 。なく、 ナ； 黨蠢 わら 時 & じぅし ミ 0 や-る 發お 
がが はれた 0 - 

ナチ S 本部 霎 "ヘスは おが 靈を巧 さち 寡が！！ ょ 6 A 當 でぁ，，。 
とちへ、 戰 爭の£ が 委國の 完垂ミ g 齊 のみ 終る ことじき‘ やぅ 自 々の 
I 身を 撥 牲ピ」 て，」 れを 防た？ t お y た？ ぁミ 彼 0 苦た 眷 おぶ 
び璧行 おわら 判齡 する に、 彼は 彼のが 熱を 實 現す るに 當ミ も、？ の テ 
がの‘ 寞 についても、 ぁを を 何ら 濃な 觀 をを 時つ ミな か ミこ t ょ 
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巧ら わで る 5。 彼の か 三 0 誌識不 をは、 化 0 活動 齡 邸が これまで 黨 活動の 虫 


勇.. 


II に 0 み 止まつ てゐ たこ t 

に 基く をので をら ぅ。 主 か 
た ヘスは をの 希望を 實現 

r た ， かふ 

一 ずる じ當 つて t み 越 側の 陷 
チ 葬に ひつ か/ > つ たも Q-U 

ル L * 

英 も玻 惟され る 0 
0 ドィッ 幽巧 はこの 發 をみ 
び これに 附隨 してな された 
官 邊の聲 明、 即ち ヘス 巧を 
英國 はな パー セントに 利 化 
して るら ゆる 卑ぶ G デマを 飛ばす のでる らぅが、 をん U ことは ドィッと してょ 
一切 巧手 じしない。 ヘス 巧の 行動は 觀 だ 5 個人的の 封亂 でる る、 對 英戰爭 の 巧 
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なは^ 船 もしない、 とい ふ强视 G を'。 明に よつて ホ 件の 本 おに 對し 御く 即 解し 
巧る やぅに なつた。‘ 斯 如は 拂 がされて ホた。 

ー ホ 十一 二日 朝 0 おがの な胳 ぶりは たつた 一人の 人が が： 卜 巧で.；：： おお 紐 中の 人 
-0 なつた、 めじ、 两部戰 .解 も ダン ヶ八ク もずべ て 化が しに a つた かの かくで あ 
つた。 をして あら 呼る ホ 巧の 版测ツ よりこの ナチ K G ホカガ を敵阳 にがした \ 
め， に、 ド 1 ッ のを 巧稱 あは 巧； 船 化して しよ ひ 化戰方 かを 埼 がし じくて はじる. 
主い とわ、 ヘスには が 英和 かおを 巧 わして 水た とか、 t いつじ お ホを 滿 股し 
に 0 

巧す おはこの H 新 扉 踢で邮 かれ じ。 (十 H 巧 0 ながで ゥ - マト，、 ン * ター のぶ 
事 巧は^ がされた。 巧歲事 おは 地所を がしで ゐ 5。) ナャ— チル. はへ 3 ホが に 
して 議封 たち t 巧 0 やぅな 脚 巧を 巧つ た。 

歲 3 : ヘス 副が 规の 養へ G 逃 已に關 し、 政 度 巧に スブ —卜 ご卜を 2 

する か。 
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チ*. I チグ みは十11日夜のを府？^がじ何等が言レ得ぬが*^ 巧ぁは抵く右ナ 

チ ブ黨最 巧を 磯が 巧國へ 逃亡し 巧つた 事件に 邸し 重ねて^ がする 豫を でぁる 

歳 員 ド ィブ 侧の發 表に ょれば； 副 細 a は 撒 術 錯^に 陷 つて ゐ ると いはれ 

るが、 を 相は ちじ 關^る 情報を W おして ゐ 5 か。 

. 、 ； 

チャ— チ^ 未だを れに關 する 情報を ぅけて ゐ ない 》 

議貝 首相が ダ フクー パー 情報 相と 共に 精神 挪齡 敝が查 くの 想 渡に 勘いて で 
つち 上げられた 掘 構の 所産で るる わを わを 齡 がる お 擅を とつた わ。 

チャー 争 八 をは 昨 巧 (十一 一日 巧) ダ フクー パー 巧 執 巧と おじ 船^の 手配を 
したがみ はこ 0 事件は 想像が をの ものの 数!； ょつて 打な かされる 場合 0 
- つでは ないかと 思 ふ 0 

萬 員 、ブ副 細理が グラス ゴーの 病院 じ收 をされ てゐ ると がぶ せし いる こと 
は 域 整を 巧け る おれが み々 にる るか グラス ゴ！ が賊 にと つて， 一， ろくは；；；， いか 
ブ + t ヴ A ダラ クゴ— から 化の 巧 巧へ ぅ つづ c - も b である。 
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乎*— ナ^ 首 巧の’」 の議 をに わけ 5 答 辯を 反映して 十 ミ 曰が 政府ん ホの ぐ； 
な發 をを 行つた。 かがま 携巧を 全が 否定し 去つ た點も 注目され 5 が、 前 巧け、 
精； g まがを 認め 5 とい ふ發 ホを 巧 ひ、 をの 發を 主で 二日 閒も 手間 かつて A る鞋 
憤 重で あつた 吿 なのに、 一を み くれば，、 むみ とらに 健全で ある、 と 掌を か ヘィ 
が 如き 豹變ぶ b で、 ナチ ス 撰が 一糸 就れ や 組織力を なて を々 と 論陣を 巧し おめ 
たのと 全く 反對 に、 底に 何 か 巧膽が ある ことが をり み りが るお亂 ぶりで るる。 

じは 

騷表 文に 曰 

- 、 を 禁の猎 ホ ヘス 氏は あか 0 負 供を 除きむ をと もに を-- 健全で ある。 

-、 ヘス 氏は 捕虜と して 待 あ、 面を は 仲人と 駆を 許され a ■い。 

-、 ヘス 氏は ダラ ヌゴ— 病院ょり 他 Q 場所に あしか 療中 であるが、 巧を は發 
をし 得ない。 

- 、 ヘス 巧が 英閣に 和平 提樂を 携行して 巧た 事實 はない。 

チャ— ナ八 首相は、 歳をから 退出す る t バッ キン ダム も 殿 じ 伺候して ジ S I 
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ジ 々世に 事件の 顚 ホを 奏上した b したが、 依然 巧 默を守 6、 ながらな 上の やう 

な簡單 な發表 だけで、 ヘス 氏が 何のた めに 飛んで 巧た か、 がを 意圆 したわ 等に 

ついては、 を 式の 言明は 巧は なわつ た。 一切は 新聞の 憶測 的 デマに まわせ 切つ 

たおで をる。 何を でつ ち 上げよう t して ゐ るの だら うわ。 たと へ 巧瓣な 妄想 的 

行動を したに しろ ヒット ラー 總統 ホに ドイツ 闽民じ 忠實な ヘス 巧は、 巧國 側の 

巧ふやう^賣國か的言おは 1 切肯んじ；：？いであらうことは確かである。 

ドイツ 側は この 日 また ホの やうな 談話を 發 をして ゐ 50 

「ヘプの 遺書の 內 をを 檢 討す るに、 長い間 精神的 a お 氣に概 ませられて ゐた 

人間に よつ て當 かれた ものである こ t は 巧 わで ある 。ヘス 巧 0 を 巧は ドイツ 

困內 じあり、 ヘス 夫人が 卜 。 の アンカラに 遇 避した とい ふのは もく Q デマ 

でを る。 ヘプ 巧の 失 おと 间 時に 副官 等 あ 人の 部下が 漱 がされた が、 彼等は 恐 
K か- F. ごこ 
ら< 近い 將 ホに ヒッ t ラ ー 热統 Q 命令に より 释玫 される であらう」 
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山 ハ、 眞 相を 探ろ 一一 一つの 觀測 

敵 困に おける ヘス 巧の 生活 —— 神經 異狀說 
—— 平和を 渉說 —— 腺を 範 

:巧 がが 巧を ぅつされた 病院は 陸軍 病院で、 をの 場所は がされた が、 スコ 
，トク y ド 巧で ある ことは、 ヘス 氏に つきが つて ゐる 力— クパ トリック や-ミ 
- トン 公の 行動で 察せられる 〇彼综 は 政 巧 t が 姑せ にを の お 院の扳 くの 飛行場 
から しばしば こ ドンへ 飛行機で 紙いた 0 

々—ク パト ブブ ク は 十一 一一 日 「ヘス 巧は 少し 終れて ゐる やぅ だが、 飛行の 疲れ 
だから 大した ことは ない」 とお 聞 記を 四に 野つ に。； 巧は 英語の 殿 封 やル說 
本を 話んだ b して ゐ るが、 新 邸と ラジォは 載 じられ てゐ る。 障 軍の パク 卞 マを 
為、 齒利 乎を はじめみ の廻ゥ 品は 全部 座 お 0 ものを 巧 ひ、 を 巧ら 巧 巧の 敝 おを 
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孕 こで をる。 をの 傷 Q 似^ 目ぶ つて 早く、 宰 巧を！！！ につか まつて 靜 わじ ホ 
さま わつ たりして ゐ る。 巧 朝 ベット' を 離れる t なめられた 朝の 食 巧に つ 3、 な 
巧が すいと 词 巧は ヘス 氏の 胁を計 b 、 侶 口を みる。 臀 おが 「わ ザょう」 占いつ 
て 朝の. 热觀 をし てら、 いつら き； つて 辟を 嘗む ばか b だ t いふ。 ヘス 巧 0 を わ 

りには 丢 がが じ k 做して 居り 、.。 V ン篇覺 器胁つ こき G 護が 病 お 

のち 戒じ 巧つ てゐ る。 —— _ 

'かう し' た敝媒 にゎけ を化韩 な叢ピ S ミる； 氏 ミを にはが ろ リ 

しい 觀 がで、 をら t あらゆる 惊挪と デマが 淵を 卷 いて & るので ある 〇英悼 W て 
何肆 GS も、 へマ累 巧の il じっぃ ミが はたぃ ので、 餘 S ひどぃ。 

大 體神經 點斬敝 、平和 交渉 說 、脱走 說の ミつ に 分ける こ*^ が W 球み。 {:孔 パ个五 
口 萊 巧) ， I 
この 111110 うち、 英阅が 巧も斯 が、 祐 つてな 傅 これにつ t めて ゐ る。 は 巧 一一 一 
帶 じの 臓義 ミミへ ス坎が ナチ 式 肉に をる お-姑の 和碰 か、 ぇたは 歡力 


グ 


爭 ひの 結果 生命 G 卸磬配 じて 脫走 したの ミる とい ふ ミを る。 なぜ 敵 閥を 
離 ん だか t いへ ば、 中ぶ 國 では ドイツの 第五列に 姐 はれる からだと 窺つ たこと 
をが け舶 へて ゐ る。 (五月 十五 曰 来朝} ナチ ス黨の 巧 註な どと いふ こ 占は ヒット 
ラ— 細が の- 賊梦る 統御の 行 はれて ゐる 現-お ミ 禪でも ミ。 窠 冀劇侧 ‘の 
願 導； 的 デマと して 一 鮮に邮 する だけの ことで ある。 ょしんば 一ず 譲つ て 勢力 带 
ひが ある t すれば をの 禍 II 一^は 一體 誰か。 ダー リング 元帥を おいては ある 圭 い。 一 
ヘス 氏は 齡郎 として Q ホ さでは 廿蒂 代で ダ I ブング 元帥 0 九十が 巧 ょらは 中つ が 
t が 粗で あるが、 政府 部 巧 じ おいては ゲ f リング 元帥は 瓜攀 でも あ り、 空軍は 
いふに 及ばず、 織 離齡齡 < に まるまで 龙 大だ實 磯を 框 つて ゐ るから 巧 敵出來 るは 
ずは ない り 

精神 異狀 說ろ繫 英獨駕 とも 發 表し、 後に な ミ 巧 側を 雲を、 ド 

イツ 側 もを まり 搬5? としての 「錯 靴」 には 固執し G くな つたが、 ドイツから ス 
、ツ トタン ドまで 長時間 恥が した こ t などから、 この 說は巧 射と なる。 しかし 



雪 的 f ミい 靖神 Q ® は 、 s 平 s ホ 說に獻 い s へを，。 写を 

る。 、 • 

かづ ザ ふす ツ 

や 和 交ホ說 には、 ナチ ス赏 のが 表した 通. 〇、 ヘス 巧の 邮心郎 理想主義 にょ 5 

行動 占、 &- っ 一つは こ 氏 個 も 謹を に擊 かの 敲 解が あつたの ミない 

か t いふ 二訟 がる 5。 こ G 後を 0 ホは をく の デマで あり、 ヒット ラー 脱がの 

屢赛對 英語に 徴 しても、 ミ また ドィツが 叢ち つ、 あ S 驚 冀の戰 

爭を なても 微 鹿の おを もさし はさむ が" 地がない お、 あま b に 6 職 脱な お 网剛む 
謀略 宣 株、 樞軸网 離間の 巧で ホる。 

しから. は一體 、何が 彼を あのを 怪装 おにがらせ たので あらぅた 彼の 巧投 
主義 的 去 おと 彼 G 性 あの 異化 さとから 齋ら された I つ 0 が鹏 も 解す ベ 5 ではた 

ゎらぅ か。 裏は 證 章で、 黛 ゎ S か、？ して s & s 搭肋じ 山る 

巧 解 のる ミこ t をす でに 御 承知の もで ある C 
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セ、 ナチ ス難逍 書に ょリ眞 因を 街く 

ド， ィツな 遇の 惠耍發 巧 —— ロンドン 懲 こユ- 
1 ゴ ク U P 通信 - 

ドィツ {円.？ i は、 十四 H へヌ巧 Q 遺# をの 他を 調祗 した 結果と して 次 灯 如 香 お 
义 0 潑表を 巧つた。 これは ヘス 事件 じ 明快な 化め を 刺ず が 如き 质 逝な 雜ぶ であ 
る〇- 

「 へ プ 巧は五月十日 ス コ ブ ト ラ ン ド • ラ ナ ー タ シ ャ J G - 八 ミ グ ト ン 公衍倾地 
が 近に もで がを をつ て肴陛 したので ホる が、 ヘス 巧と-ミグ トンを 巧とは 一 
化 I 1 H ハ 年の ベ グリン •ォ y ン ピック 大 をな 巧 巧 融の閒 柄に あ 6、 M 公 おは 戰 
巧 巧晚 あと もい ふべき ナャ I チ^ 首相とは 正 反 IIq 巧樹巧 Q 1 液に 戚卞 50 
である。 ヘス 氏は ー ミ 八 トン 公が が チ*— チ片 一巧に が 化して お 上るべき 巧 
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巧闲巧 力を 十み に 化 持す るら のと 驴输 して ゐ た。； 巧の 殘 したが 铅 をの fi 
を檢 ずるに、 ヘス 巧は をの 個人的 4^ 衙 をな てもりの ま、 の 典赏を 蝶ら さもに 
せんこと を留ん だので ある。 彼のみ 岡の 巧國 への 胖巧 0 あの 巧 的は 彼が 巧 tt 

をな て 話< 口 ふことの 出 ホる 一派 即ち r 八 トン 公爵 一 破に 對し號 做の 巧 

巧の ゐ bQ ま、 G を 巧と これ じ對 する ドィッの 絕對 的^ 敵を 脚 明す る ことに 
るつ た Q だ。 

ヘス 巧は 現 巧 Q 巧翊戰 をな て 化み Q1 一大 化 方跋觀 脈の 閱が であ 5 とし、 刷 巧 
がを引をお局はぃ\^れか 一 っが巧巧すろに過ぎぬと站ミた。 をお韵 
すろ ならば、 巧が 岡の® 齡ピお 巧す るの みとい ふじ 带 しい。 これが 化の 搬 .'一 H 
でる っちを 故に 彼は 英阀に 驚し、 同地の ホ 人に 粘 筵 驚盡 岡の 立 
巧と おぎなき ド ィブ 立場と を號肿 せんとし たので ある。 巧は 化が い W 巧 る 
ことにょ つて、 ご、^ トン ー 破を して 巧网 巧に 巧 巧を 龄齡 せしめる こ t が W 
谣 だと 倍 じ、 これを なて 粥が 刚か 解の がが を 打な てん t した 0 で ホる 0 


一が一 


/ 


、 K 氏の 逍鲁 によると、 彼は 二日は 巧に ドイツへ 舞、 3 反る つもりで ゐた 。歸 
りのダ ソ ブ ンは彼が英闽|!|^路^の愚をじウ いてお乂に說巧した上で、 巧等か 
らま 輪しても らふ 算段で あつた。 がが 英國 において 獨英巧 解の 使命を 巧した 
上： 冉びド ~ イツへ 辭 b 得る やうに ちへ てゐ たのは 其 ピ奇げ a ■ことで あるが、 も 
とも t 化は ドイツを 版が しような ど t は 基 もちへ てゐ じ かつた。 もし をん な 
ちへ を 持つ てゐ たなら ば 彼は スイス t か スゥ。— デンと か 0 敵闽化 外の 國へ 
を 巧を k れて 飛んで 巧つ たで あらう 〇 t ころが 家族は 前に お 巧した やうに ド 
イツ じがつて ゐ るの だ。 

ヘス 氏の 逍蕾 によると、 化は、 如何 じる 率 情の 下に わいても ナャー ナグ 首が 
とを おする ことは なして ゐ なわつ た。 彼は 英岡內 の 把 ナャー チレ/派に 呼び か 
けようと したので ある。 ヘス 巧は 理あ 私義 をで あ b 、 立 化 じ ドイツ人で るる 
ばか b でな く ナチズムの 借 おもで ホる。 おつて ヘス 巧は ドイツに 關 してす 利 
な 言を^ ベ. ようと もしない し、 述べる こ t もないで あらう 。ヘス 氏は かやを 
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爾し 得る との 巧 おによ つての みげ 動した ので あつて、 ドイツの 齡 として 行動 
したの. ではない 。彼は 彼の 「化を」 がな パー セント 0 齡 がを 化め ると 齡じ込 
み 一種の 固定 観を つてし よつ た 0 でる る 0 

ヘス 事件の 悲劇と 不快と じ も わ，^ はらず、 戰爭が 巧じ關 する ドイツの が款を 
微動 もす るら のでは G い。 ドイツの 統一 も龄數 される こ t はない。 こ 0 事件 
は 英國に 對し宮 がが 巧の 提供は する が、 これら 一時 断の ものである 〇 こ^ 數 
週間な 內 にお 國 を. びを の 狐觸 出、 ヘス 事件よ b もさら に 重大 y , るるら のこ 載 

ぐ 5 

遇して をれ で 手一杯-^ なること でを らぅ。」 

この ドイツ 側の 發 黄を 裏蒂 きする 如く、 up 逝 信の ブホ ー ンス •キャ n ル 巧 
は 十五日ロンドン から 一ニ ー ョ I ク Gup 本社 へ ^^^のやぅにが||した0 ロ ン 
ドンから この 電報が をせられ たとい ふ點 がが がるる 

こ - U である- 4 J 间 時に、 ヘス 

を 0 行動が 彼 個人の 现 おホ義 的な が あ 皆阔に W たもので をる とい ふこと を 益々 
巧 < 威 じさせる 0 
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「ヘス 氏は おみに わたる！； ミン/トシ 公 お 〇游翰 じむいて、 ドィッ G - が 脱を 强 
調し、 もし 化が 英 四に 巧って々 數 の 人々 と 仙人の じ雕 しがへ ば、 戰 がを 巧尬 
廿 しめる こ t が 巧 巧る と髓 なして ゐ るか、 または 触 村して ゐ るが 如き ふ りを 
し‘ てゐ た。 そして ヘス 巧は ドィッの 絕對 勝利と 戦が が 今 役ら 概 '做 するならば 
巧國 はちを じ 肋 巧す るら の 占碰 なし、 英陶侧 がが 船鹏を 欲して ゐ 5 も 0 は、 
ナ卞 —ナグ 首相 あびを の 側 おが 义の ダグー プと おじ、 をれ 故に もしが がが 英 
肋の 规か論 巧 t 親しく 接觸を 巧ち のるならば、 チ + 1 ナグ おがと をの 1 I^Q 
で 配 力を 克服し、 ホ かを 樹立し 巧る ものと おじて ゐ た。 をして!： 處 から 化て 
'^へス巧には、 獨ザおな巧々部の內，なにょり、 或は反逆巧扛してが阿じ致お 
的悄 執を 提 化する たぶ 央网 にお ホした t いふ やぅな 哉を， 冠が がて る ものは を 
がな く、 また ヘス 巧が 重要 情報を お 网じ舆 へたと わ、 をの 州な がを つたと い 
ふ證 がらない 。しかも 今日まで 明かと G つたと ころでは、 (ス 巧は が 燃 もし 
て ヒプト う I がが じ おを 的 勃 悄を游 げてゐ る。」 . 


— が 一 


八、 鍵を 握る ハミルトンを 爵 

ハミルトンな ト ヘス 巧の 關が I 巧の 奇お 
るる 化默 —— ヘス 巧の 閱病 生な 

削 題 G 人 ハ \ ;、 トン 公 じついて 關 S のが、 いさ/' かわを く.： 一つた 威が ゐる〇 
紙數も 化が おぇて 来た 0 で 怖がに 述べょぅ。 

英 脚に わけるな ナャ-チ バー砍 0 立踢と ヘス 氏が おじ 蝴 つてる じ-，、 'レィトン 
をは、 今年 ホ 化を、 ス n ット ランド 巧 一 G 义 盛-ミ^トンを あが 十阳 化の なま 
でみ- 〇〇 が 年 父ち が 逝去した ので 藥稱 したが、 をれ ょでは 公 巧の 脚半が 候が で 
ホる きまりで、 クライ ツ デ—^ お t 呼ばれて めた 。ォック スフ*— ド义學 時代 
わら 举脚遇 手と して 巧强 し、 ボクシングの 殿 栋の夕 であつて ゐ た。 が胞 ばかり 
でな く スポ— プは當 お 逆 ホで をつ たが、 中で もが 行が が あら 併 栽で、 一九 一二 一二 
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年に 世 ホ 最离峰 G 上を 征服と いふ スポ— ッ的典 也と 寫眞 測量を かわて、 ュゲ。 
エ レ スト飛斤をげひ、 機お占して盛夕を走せに〇 ベ ^!,リンのォリンピプ クじけ 
巧稱を かつて 乘 込んで、 をの 際 ヘス 巧 t みり をつ たとい はれて ゐ る。 しかし ' I 
說 にょれば、 ヘス 巧が 少年 時化 や 八 ンブ八 ダ G 商業 學 校せ 學 時が、 をく の英人 
の 友人を 持つ たが、 を Q 中の 一人が 公で ぁると もい はれる。 u 下英 を軍將 校と 
して 對巧戟 に^して ゐ るが、 平 巧 運動の 一則で をる とい ふこ t は械 がで、 か 
つて 戰前獨 を 親 歡協會 Q ノン パー でぁつ たとい ふ!! 殿を 持つ てゐ るに 過ぎ だい 
ヘス 氏と 八 グミ トン 公と 0 つなが b やを の內 をは、 今は 知 こょし も G いが、 
何れに してを 公爵は、 ヘス 巧と 巧 一二# おし、 をの おみを ナャー チグ を 巧に 報が 
した ことは $ で みる。 

こ 5 » 

五月 十五 日^ ミグ トン. 公なら びに々— ク パト y ックの 報 ホを ぅけた ナャー 
グ を 相は、. で龄に 臨んで' 

「ヘス こ ミ^トンを なの 內 をは 目下 0 ところ 教吿 する ことは ががない 0 


チ 
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ス 氏が 吿 白した 程を を ドイツ 側に かられる ことは が!： ある わら、 事件 查な 
の議 を報吿 は適當 の 時期まで 延期す る OJ 
と 思は せ ぶら たつぶ b なお 歌 をして、 十 I 二日 下院に わけ 5 「近く 縣 がを 表」 の 
答 辯を 裏が り 議員たち を 失望 させた。 

•英國 では これを 最後に、 ヘス 事件に ついては 一冨！！ がの 發言も M けなく G つ 
た。 ュ a I ス も、； 事 俏に關 しては 一が ストップを かじて しまつた。 栽齡於 ( 
る 巧 固が、 このま、 納 つてし まふ 普は ない。 I 體 俯を たく，. んでゐ を。 われの 
われは 眉に 唾して わく 必 喪が ある。 一 
ー ホ ドイツでは、 十六 曰に まり ナチ ス齡の スポー クス マンは 「ドイツに 關す 
る 限 b ヘス 事 かは 終了した。 巧々 はもは や ヘス 氏とは 何 0齡|^ も G い」 と聲巧 
してし まつ ピ 。をして； 巧に 對し T はを 式に も 非公式に を 非難 堅 言 說 はみ 
しも 削 かれ 中、 却つて 同惜 がな 調子が がぇ、 ベ^リン ホ 中の シ 3 I ツイン ドー 

などに 飾られて あるへ マ 巧の なみの 撤 凹を 制 ぜられ る ことなく をの 主^に さ.〕 

\ 


許されて みる。 ヘス 巧の 師ー ゥス ホ 17 ァ ーお授 等が 述補 3 れ たとい ふ 哉 もが 
ん だが， これは Wiif 無が で、 神 盛 術と わ涅も 術を やる ィンチキ 師 たち 0 1 あお 
擧が巧 はれた こ t が 判" 明した。 これは ヘス 氏が なおに 凝つて 何な 册 のをれ に蝴 
する藏蕾がるつたり、 神が、 b ^:^稱神あ雄をやる述中とは何時閒ら話し込んで 
ゐた b した こ t わら、 健を な 稲神を むしばむ この 袖の 一切の なお 的 職 お G 禪腿 
を 捕 威した ためとい-はれ n な。 

ヘス 巧が こうした お 占 ひや 補 神 « なに 熟 中して ゐ たことは 巧 巧で、 大戰や 迸 
岡爭 でう けた 巧 巧を 基因と する 显 おの 巧胁や 肺お特 とのない 岡 巧 生活、 をれ か 
巧る 神 k 表 菊、 t いつた 補々 の 向 腿め： 巫 おと 彼の 持つ 现 おち 轟の ホ 和 観と が 
相 錯綜して、 今度の 事件に なつた のでる らう。 アメリヵ G 巧 脚 じどは、 巧に こ 
の ミス ブリー がかつ たものを 轉 大が赖 して、 をれ がま 因の か < 巧进 して ゐ たが 
一 要 索では みつたで あらう 0 


— SO ■— 


/ 化、 理想主義 者の ホ路 •恩師 ハウ 
スホ 1 ファ 1 は 一派で 語る 

最後に、 ヘス 巧が 持つ た 现おま 靡を-ッキ ブ說叨 しつくす t こ ろの お 帥 カー 
八 •- ウス ホー ファー 敎授の 切々 たる 談話を か、 げ て、 今み 大戰 が抖つ •た大 ち」 

な ユヒソ * — 卜の H ヒロ — ク しよぅ 0 

ー ウス ホー ファー を おは 地 政を をの 提巧 ホで、 巧 人出み、 ミュンヘン 大學敎 
巧。 ナチ ス の 生 巧 お ま 坡の即 '諭 的® がを 施 立した 人、々 ホ大戰 にわけ る/火 ウ 
- I 作戰 のを 度の 地 政を 學的巧 論わら 示 巧され たもの t いはれ てゐ る。 をの H 
本 研究は つ t じ かられ、 明め ホが に叔 朝、 巧 裳に 「大日 本」 「日本が び 円本 人」 
「太み 巧 化 巧 治學」 等を る〇 わが 一一 千 ホ 巧 年 おを に 「扣 がは をのが 闽 をが なす 
る」 を 執 巧して ゐ る。 ヘス 巧が ナチ ス が 袖 中 巧 火の 日本 述で るる ことは この 即 
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G 彭響 である 0 

「自分が ヘス 氏に 點獻替 つじのは 觀 一週間 前 だつじが、 をの 時は" 平常 t 變 りな 
く元氣 であつた 0 

ヘス 氏は 禍が徽 じ 四 回 負 傭し、 ミュンヘンの ホー フプ ラゥ-ゥスで ヒット タ 
1 總統 の^ 倘 bt なつて 五 回目の が鮮 をした。 (第 四 普 「我が 跑 等」 記事の 
降) をの 度 毎に 非常に 出血し、 が歡の 結果に ょ b 生じた 肖 體〇諸 所の 苦痛に 

正* > 

はおに 惱 まされて ゐた〇 

ヘス 巧 Q お 達は 諮萝を ミつ た。 彼 Q 唯一 も 離。 寶は惡 磯 操 

滿 でを つた。 がが も ヒット ラー 總統の 蘇 化*<| がを かつて ゐ たので、 彼に 度々 
わ 前のを 體 0 ためだ わら 脚が 機は やめろ と警吿 した ものだつた。 

自分との 關が はが 戰で敎 へて な 巧の ことで、 ヘス 氏が 一 化 二 四 年 じ， トラ ー 
總統の 職 斬と じる もでは 自分の お 室の 助が をして ゐ たの' だ。 一九二 一一 一年 ヒ， 
トラ ー 械 がの 「ミュンヘン 蹤倘」 巧 お 後には 〇 分 G をに かくれて ゐた關 おな 
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どもを り、 今 曰ょ * で 特別 Q 視一 父を つ^けて ゐす 

彼— 理— f ミた。 寡！。- 篡ド讀 ミて—、 

巧 のぞっ に 袖。 ち 整は 少 い。 璧こ 0 豐宅を 年 f ヒ：ラ |巧ぉ 
に 殺げ てゐち 今度の こち 勿論 募は 黯に はから。 かつた。 知つ てゐた 
ら どをこと をし てら 山め たし、 まじ 是巧写 ぁら1、 みと じつて 茲 
おしの ミ？ ちが— で ミ K い。 今 養 £i< 彼 si 囊 から 
出た も 写あ ると 自 々は 解して ゐ る。 れミ ミこ 

ヘスを んを 子供 gt - ょ-? ミた し、 塞賽隻 整を ミ 

い ミ 理想 產ぞ 。しいが 配を 持ミゐ た。 こ. の點 にご ミに， トラを 
親 も。 同ち を 0 。 I ず こぐち 

今み 戰爭 をを 置 i け う」 と寞護 S、 節 舊 人® をち 0 蹇を 

增 しが おを す續ゎ ミこ t に。 る 写、 岐 はを 间 SP 出た ので ぁ ミを 

れは 理お囊 S 叢 品で 人 S ために y うとした。 ミら う。 をな 
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巧 お 主義 ぞのお 劇であつた。 巧な ま 靡の 神 里な 5 臘 がない をので るるが、 ま 
た危瞭 ならので を ある。 彼の 今 巧の 巧な が どんな お 巧を もたらす じしても、 
をの 畑なる 動が となの 理あモ 藍に お レて はみ； まで 觀 患を 巧したい。 

彼 一 みのお 劇に ついては 白 かは 孩 なしには 考へ 巧ない。 ヘス 巧の. 悲劇は 闽郷. 
隆 協の 悲劇で るる 〇自 みは 日本 閣巧 がか < 巧# して 巧 あま 翁 おとしての ヘス 
巧に 巧し 敬意 t 親 あとを 綺 けて ほしいと 化 ふので あ 5。 ( 立ち 十五 日 お 日) 

巧を 子と お ふ 切々 たるち がの 言 菜は、 淚を さを ふ ものが るる。 がらく こ •の邮 
0 胃 葉 0 ぅちに こを、 こんどの 事件の お 因は いひつ くされて ゐる であらぅ 〇化 
巧は、 いまや 恐ろしい までに、 あま b に現實 的な あまり じ 激しい 姻轉 をして な 
5 のでみ る。 美しい 理想、 あ 遠 K 意圖 も、 この 現 巧のを 流 じがつ ては、 T たま 
り もな^ 押し流され、 あとかたら なく 巧し 去られて しま ふ〇 むの おから か あち 
義國 ソ赚を 嫌つた ヘプを も、 かつては ヒット ラー 械統 や 、 y ッ ペン トロップ か 
巧の 現が 外 巧の 前には、 おソ ホ可傳 おを をを 齡せ ざるを 巧な わつた 齡徽 がる 
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ミミを。。 い秦 、舊冀 ち 恥" 4 裘 がな 下にを。 冀ち觀 臨 的に 
叩き ミし 一」、 ii をいて は獨 ザ、 おが をいて 宫ま襄 下に、 新しき、 
世が If ん とす-。 お 驚？ あって、 を SIS に當夢 某ら！。 
べき、 f ものの 護と ち靈 は、 彼 ヘス 氏 じろ 报へ管 れだ いこ t で 
あつた 写 あらう。 S 襄緊 塞—. をが ナ； が 階" •聖 に、 無 趣に 

も かせられる 藍 碑銘では なから うか。 . 

蓄 は、 この. 器が 驚され じ抵 初の 管、 お 早 阿の 對獨 デマ 叟 をを つ 
こ。、 ス氏 をめ ぐつ て、 るり t るら ゆ' る 嘘 香が ドイツに がう つ T 化を を 
しかし ヒツ トラ — i 船 の滅の如きが 制ち ドイツを 繫 もがが せな ミ 
ち ドイツ G 驚" は、-— 置は、 襲 S をなら かに、 進 巧して ミ。- ヘス 
氏の 薄ち 齢が の 遊 巧を 嘗るも ミミい。 羣 逝是蠢 とだ f . てし ミ 
ふで をら. っ。 冀 ドイツ 断賊 は 、 T " こ 0S 幽民 tv 」、 口！〜 めげ 
ち 脱视へ 霊し ミミた くは この 誠 おを ょく 露 ぉ、 學他 もも 
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昭な 十六 ザ 六月 サぉ 日な 巧 
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巧 ほ 二十 錢 

世 巧が 勢 研究を 

* な巿神 W 慢 神が 町ーィ ニニ 

强 巧を 兒玉 動 

巧を 巧 神的陪 神化 V 己/一 ± 

印刷 あ 大な 俊を 

かな 巧 神町按 神化 W 1 ィ ニニ 

媛 巧 巧興亞 書が 


巧を 化な 巧 K 3 巧' 四 S 了 H 

巧質 巧 川 頭 春陽 堂 

巧 sa . sn 一！ 巧 八 化を 
が 巧 化が 四 六 セ 四 セ ホ 

大 K か 化 防を な 二 THIl 十： 化 布け 

關 西- キ胺 B 巧 巧 正 を 







